
h
?
 

よ
 

だ
 

木
 

金
 

月 3 0  日 〔
ノー
 

ー
 年

 
つ
」
 

マ
J
 

和
 

昭
 

？
消鰻
 

水
田
二
百
町
歩
に
好
影
響
 

工
費
は
ザ
ッ
と
一
千五
百
万
円
 

.
 

与
・
ら
，?
 

．ご
 

溌
豊
撃鷲
無
 

金 木 町 
発行所 

印刷所 
東奥日奉j社印刷局 

（
お
正
月
は
 

出
来
る
だ
け
 

ム
 
ダ
 を
 

省
き
ま
し
よ
う
 

法
の
適
用
を
う
けた
財
政
再
建団
体
と
 

し
て
財
政
の
建て
な
お
し
の
た
め
、
町
 

当
局
で
は
徹
悦
甘
質
本
部
（本
部
畏
」1
 ト

癒
務
課
長）
を
お
き
、＋
月
一
日
よ
 

り
＋
二月
三
＋
白
ま
で
か第
一
次
町
税
 

湖
納
覇

期
間
と
し
、町
税
調
営
繍の
 

三
三
託
一
「
コ
」
 
:
5
三
一
「
一
一
「
苦
三
 

三
 

主
主
三
 

喜証議 

mw'h"""" 

篇・‘ 	自 
等
の
対
寮
」
に
あ
る
もの
及
び社
会
保

除
審
の
対
象に
は
な
つ
て
い
る
が
、
医

療
費
の
一部
負
担
を
必
嬰と
す
る
者が

非
常
に
多
い
。
 

こ
れ
ら
の
多
く
の
者
は
、
そ
の
医療
費

を
長
期
間
に
分
翻
して
負
担
す
る
こ
と

は
で
き
る
が
、こ
れ
を
一時
に
支
出
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
ため
い
た
ず

ら
に
病
状を
悪
化さ
せ
て貧
困
の
極
地
 

て
い
て
六
カ月
以
内
に
治癒
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者
。
 

②
傷
夷
ま
た
は疾
病
を
治療
し
て
い
る

期
間
中
の
状
況で
は
、医
婆

の
一

部
男

は
全
部
の
支
払
が
不
可
能
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

・
 

，③
こ
の資
金
よ
り
貸
付
か
通「け
た
領
を

五
年
以
内
に
返
済
し
得
る
と
認
め
ら

れ
る
者
。
 

に
落
ち
込
む
者
が
名
数
あ
る
。
 

よ
つ
て低
所
得
者
の
中
で
こ
の
資
金
の

暮

を
受
砦
場
合
、
傷
夷
・疾
病
の

回
復
と
と
もに
償
還で
き
る
見
込
み
の

者
に
そ
の
必
要
な
医療
費
の
貸
付
を
行

つ
て
、被
保
護
階
層に
転
落
す
る
こと

を
防
ルt
ょ
う
と
す
るも
の
で
あ
る
。
 

こ
の
資
金
の
対
磐
は

低
所
得
者
で
あ

つ
て
次の
各
号
に
該
当
す
る
者
 

①
傷
夷
をう
け
ま
た
は疾
病
に
か
か
つ
 こ

の
資
金
の
暮
限

度
鎖
は
五
万
円
以

内
名
血
一
額
五
百二
十
五
万
円
で
あ
る
。
 

借
入
の
条
件
と
手
続
 

▽
一
一
種
以
上
の
資
金
が借
り
られ
る

こ
れま
で
は
同一
世
帯
が二
極
以
上
の

資
金
を
借り
る
こ
と
が
で
きな
か
つ
た

が
、
こ
れ
か
らは
一、
面以
上
で
も
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た
。
 

旧
正
前
に
差
押
強
行
で
 

第

一
一次

徴
税
対
策
 

財
政
の
建
て
直
し
に
本
腰
 

でご晋y、i冴 

纏
灘
籍
難
難
織
 

輪
「繊
灘
認縄
醸
 

麟
嚇
麟
一
 

費
尋
繊
難
鷲
一
 

●

ン
A』
望a

・
 

」
二
、真
勢
、一
 

網
難
臓
麟
難
 

・

霧
 

困
窮
者
に
光
 

」
ー
‘w
・
諭
県
 
社
協
で
貸
出
し
 

一
『
ー
 
活
 

一
 

P
・

（

国
 

始

め
る
世
・
唾
 

甘t 雑副底余 
フ］く 

費底樋 ftl: 

一
一
九
ク
 三
〇
〇

一
一
三
ク
 五
八

四
二
四
ク
 
二
九
 

四
八

一
、四
四
一
一万
円
 

I
グ
ラ
ウ
ト工
法
と
は
、た
く

の
あ
い
か
銭
費
を
、護
岸
堤
（
 

・

ミ
‘
《
』
】
嘱I一三三
範
槌
，1'I一
三
【
託
雄

g
I
三
昌
証
「
苔
I
・I昌
霧
？
誓
「
三
ニ三昌
一
証
証
七
一
 

三
「
 

県
社
会
福
祉
粥
慨
会
叫
海？
、こ
の
ほ
ど
県
下の
各
市
町
村
を
と
お
して
、
生
活
に
困つ
て
い
る
人逮
に
世
帯
更
】》
 

牛
養
金
お
よ
び医
襲
の

貸
付
けか
エ？
るこ
と
に
決
定
し
、関
係
者
か
ら馴
ば
れ
て
い
る
。
 

・
 

」
 

当
町
の
生槙
腿
家
庭
は
約
九
ナ
世
帯
、
ほ
か
に
扶
助
しな
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
家
庭
、い
わ
ゆ
る
 
」
 

準
比陳
家
庭
が
約
二百
四
十
世
帯
あ
ると
推
定
され
る
。以
下
こ
の
資
金
の
願
矧
や手
続
きな
ど
につ
い
て
次
 
”
 

に
述
べて
み
よう
。
 

一一
 

！「
「
 

『●
一
三
ニ
 

轟
難
一
 
一
 

舌”
糾
 

総
麟
 

』「

「
 

麟
 

一
 

一
 

鷺
声
一
三旦
 

一
 
、
 

 

」
 江
 

金
木
小
 
生
活
部
畏
 

嘉
瀬
則
子

（
」ハ年
』
 

ご
の
間
の
晩
、町
に
お
つ
か
い
にm
 

た
ら
、男
の
牛徒
逮
が
白
眠
卑の
俄

に
つ
か
ま
つて
、
ス
ケ
1
ト
な
零
ソ

て
い
る
のを
見
ま
し
た
が
、大
変
ビ

け
ん
だと
思
い
ま
し
た
。
 

こ
の
こと
は
前
にも
学
校
や
鰍
底か
 

v
黒
釜
び
だ
か
ら
、危
険で
な
 

じ
」
こ
ろ
な・
いぱ
パ
い
に
や
つて
よ

い
の
で
は
な
いか
と
思
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
、夜
遊
び
に
ス
ケ1
ト
を

滑
る
ので
は
だ
め
で
は
ない
で
し
よ
 

・

っ
か
。
晩
は
外
に
山
ない
で
、雫
「の

中
で
面
白
い本
を
説
ん
だ
め
、女
で

あ
れ
ば
漏物
を
し
た
り
、ま
た
、剛
 

ぷ
の
も
よ
い
で・

と
こ
ろ
が
、ゴ
、
 

中
で
ビタ
打
六
r
 

巷

旨
し
た
り
‘
 

が
）
こー
つ
が
し
て
一

見
ま
す
が
、こ
r
 

と
は
見え
ま
せ

・

映
画
は
な
ん
と
 

勿
．
、
 
・
ー

J
  
ら
、易
と
隊
 
与
I
二
u
,f，
二I
 

m
 
 
一
 

・
・
】
  

i
【
、“
 

‘
、
‘
》
 

て
い
るの
で
J
 

が
、
い
つ
こ
フ
，
 

『
三
主り．
轟に

「
に
書

ま
せ
ル
 日
の
勉
弧
の
仕度
を
し
て
お
いた
り
 
誰
でも
見
ま
す
 

M
 
r

《
・
‘
・
‘
・
き

ス
ケ
1
ト
ば
山
 す
る
の
奮
い
と
思
いま
す
。
 

之
助
が
来た
AJ
 

m
 
 
り
で
なく
、
ス
キ
1
を
滑
る
に
畠
 学
校
の
中
で
は
卓球
か
」
やつ
」
」
り
、
 
れ
も
レ」
行
つ
た
、
 

m
 
 
所
か
海
え
て
滑
らな
け
れ
ば
、い
ぐ
ド
ツ
チ
・
ポL
ル
を
や
つ
た
り
しま
 
ため
に
な
る映
 

～
 ら
鰹
康の
た
淀
ょ
い
遊
び
で
も
ケ
す
が
、
こ
れ
は
よ
い
運
励
だと
思
い
 て
も
よ
い
し
、
 

吻
 ガ
の
も
と
に
な
る
ので
は
な
い
で
し
ま
す
。
ま
た
お
天
気
の
よ
い
日
など
 
た
いと
周
い
ま
．
 

m
 
 
よ
う
か
ロ
ス
キ
1
や
ス
ケー
ト
や
コ
は
外
に
掛て
、
需
だ
るま
を
つく
つ
 
な
い
映
圃
を
見
 

小
 マ
遊
びな
ど
は
、屋
外
遊戯
と
し
て
た
り
、
露
A載
を
や
つ
た
り
して
遊
 
り
遭
、親
の
ゆ

マ
ノA桑
ミノ
ミ§《
ン
ミ
＆
ミ
ノ
迅
＆
ミ
？
奄
＆
ミ
ノ
、
”

ミ
ノ
ミ
ミ
〈
？
、
ミ
ミ
に
〈

ミ
ミ
く
＆
＆
ミ
く
ミ
ミ
、

く
ミ
ミ
ー
ミ
＆ミ
ノミ
ミ
 

こi
 

一
 

一
 

一一

‘舞詔醸

『 

私は 
こう見る 
ー 一’一’ 

楽
し

く
健

全
な
准
 

一
議帥
盛
大
な
記念
式
典
 

一
 一
 
一
 

教
育
功
労
者
な
ど
を
表
彰
 

嘉
横
甲
学
接
で
は
、去
る
二＋
白
午
前
 げ
国
歌
腎唱
後
、校
控
の式
辞
、花
田
 
謎
を
舛
唱
し
て
、
式
典
の
幕を
聯
し
 

＋
時
，同
認
常

で
創
立
中
簡
年脱
念
 
町畏
の
祝
辞
、つ
い
で
歴
代校
長
、永
 
た
，
 

式
典
を
挙
行
し
た
o
 
 

年
競

者
、
牧
済
勢

者
、
現
馳
教a
 
 
式
興
終了
後
、正
午
か
らは
音
楽
、
体
 操

な
ど
の
レク
．
 

倉
が
あり
、
午

当
日
の哀
彰
買
 

。
騰
代
校
長
・

飯
塚
南雄

◇
永
年動
編
者
・

子
、
花
田
嚇

◇
教
育
功
労
者

八
君
 

一
 

一
 
一
 

 

も
 

 

    

  

×ー 一 

号
 

イ
サ
 

第
 芦

野
尽
薗
内
に
あ
る藤
輸
池
は
、
非

常
に
老
朽
レて
い
るた
め
、
昨
三
十
一

年
九
月
か
ら補
強
工
亭
に
粒
工
、
藤
枝

溜
池
＋
地
改
良
区

（
理
事
畏
、長
尾済

氏
）
が
事
菜
主体
と
な
つ
て
工
事
を

進
め
て
い
た
が
、
年
虚
内
に
は
売
成

す
る
」蓮
し
が
つ
き
、受
益
者
は
じめ

関
係
者
一同
は
明
るい
笑
顔を
み
せ
て

い
る
。
 

同
溜
池
は
、
温
概
用
池
と
し
て
水
田
耕

作
者
（
而
積
約
二百
町
歩
）の
生
命
線

と
な
つ
て
い
る
が
、
護
岸
堤
は
県
遺
と
 

明
治
三＋
主
年
に
創
プ
ら
れ
た
県
立
黒

石
隠
事
試
験
場は
、
助
年
三十
四
年で

満
大
＋
鳥
年を
迎
え
る
こと
に
なる
が

こ
の
ほ
ど
県下
の
農業
団
体お
よ
び関

係
諸
機
関
を
も
つ
て
同
試
験
場
創立
六

十
周
年記
今爺
業
協
費
会
か
設立
し
た

こ
の
協
買
会
は
、各
都
市
こと
に
支部

を
お
き
、予
算
約
一偲
二
千九
百
八
＋・

余
万
円
（
う
ち履
家
拠
金
五
千
五
百
一
一

十
万
円
、
一
般
拠
金五
百
万
円
、
他
は
 

「
昭
響
ー
ヂ
ー年
、
覇
の

補
助
を
・
っけ
て
讐

堤
の
襲
工
事

に
着

）
 

（
 工
し
た
褒
溜
池
は
、
A菌
的
に
珍
ら
しい
グ
ラ
ウ
ト工
法
で
工
事
 
（
 

～
か
趣
め
て
い
たが
、
近
く
《
議
す
るま
で
に
こ
ぎつ
け
た
。
 

（
 

）
 こ
の
工
事は
昨
議
、

発
地
区
で
た
だ
一
地区
の
み
縄
さ
れ
て
、
 

「
 い
た
もの
存
に
、
関
係
者
一
間
喜
ん
で
い
る
。
ま
た
水
田
耕
作者
 
」
 

（
 は
、
明
年
度
か
らの
水
稲
は増
収
確
実
と
明
る
い
需
で
あ
る
。
 
）
 

か
ら
ハ
ミ出
し
、ス
キ
間
の
あ
る
部
分

へ
浸入
し
て
固
ま
る
た
め
、（
加
全に
潟

水
を
防
ぐこ
と
に
なる
と
い
う
工事
方

法
で
あ
る
。
 

【
写
買・
ニ
百
町歩
の
生
命
線
と
な
る護
津
堤
（
完
成
部
）】
 

▽
利
息
は

年

三
分
 

借
り
た
金に
は
、や
は
り
利
患
がつ
き

年
三
分
で
あ
る
。返
済
の
期
限
は
、
そ

の
資
金
の
線
類
に
よ
つ
て
興
るが
、
お

く
れ
か
場合
に
は
百円
に
つ
い
て
一
日

三
銭
の
延
濡利
子
が
つ
く
。
 

▽
償
 
遣
 方
 
法
 

償
選
（
返済
）
の
方
法
は
年
賦
、
半
年

賦
、
月
賦
の
三
つ
の
方
法州
ユ
め
るが
、
 

年
賦
や
半年
賦
は
、ま
と
ま
つ
た
金額

か
愛
払
う
こ
と
に
な
る
の
で
、毎
月
少
 

数
隻
払
・
っ
月
賦奮
い
o
 

▽
借
ス

の
」」輪
き
 

借
入
れの
希
望
者は
、
民
生
委
員
を
通

し
て
申
込
書
に
必
要
な事
夢
誓
き
入

れ
て
役
助
へ
提
田す
る
こと
に
なる
。
 

但
し
医
饗

貸
付
資金
は
、
医
師
の
診

断
書
（
病
妬
ば
かり
で
なく
、
治
鍛

間
ゆ所
聖
経
費の
見
積額
を
含
む）
を

添
え
て
田
さ
な
け
れ
ば
な
ム）
ない
。
 

▽
貸
付
資
金
の交
付
決
定
 

貸
付
の
決定
は
県
社
会
福
祉
譲
会
で

行
い
、そ
れ
と
同時
に
鋳

に
全
融
送

金
さ
れ
、
鰐
で

は
驚
書
と
引
雪換

え
に
現
金を
本
人
に
渡す
こ
と
に
な
る
 」sミ

ミで
ミ
ミf寒
ミ
・rミ
ミ
‘
ミ
ミ
くsミ
く
ミ
う
ミ
ミぐ
＆
＆う
ミ
ミ
ノ
ミ
ミ
ミ
心
ミ
く
ミ
う
、
ミ
心

プ
 

．・・一
・
二
．
，…
…
  
J
…
 
：；
・
・
二
…
 
：
・
．
 

し
て
延
長
約
聖
「
メ1
ト
ル
あ
り
『
東

風
や
増
水
の
た
び
凸と
に
優
蝕破
壊
さ

れ
る
ば
か
り
で
なく
、
蟹
”
提
底
か
ら

の
漏
水が
甚
しい
の
で
稲
作
に
も
年4
 

恐
髪

を
与
え
て
い
た
。
 

こ
の補
強
工
事の
総
工
費
は
一千
四
百

四
十
二
万二
千
円で
、
そ
の
内
訳
はつ

ぎ
の
と
お
り
。
 

種
 
日
 

延
 
授
工
事
費
 

（万
円
）
 

混
水
防
止
 
四
二
四
米
 
五
ニ
五

波
返
し
 

四
ー
ニ
ク
 四
五
o
 

奥
費
）
の
二年
計
刷
で
、
県
内
の
試
験

研
究
機
関の
殿
の

整
備
拡
充
を図
る

こ
と
に
なつ
た
。
 

当
町
の
拠
金日
標
は
ニ
カ年
で
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
 

水
田
反
別
金鮪
ー
ハ七
四
、八
o
叩

畑
反
別
金
額
 
九
一
、

八
二
0
 

展
家
一
『数別
金
額
一
八
一
、五
〇
〇

計
 
九

四
八
、
一
二
〇
 

世
帯
更
生
資
金
 

①
生
業資
金
什焦
栄
か
督
むに
必
喪な

資
金
。貸
付
の
限
度
は
五
万
円
以
内

②
仕
度
資
金
I
就
職
す
る
と
き
仕度
に

必
嬰
な
資
金
。
一
万
五
千円
以
内

③
技
能
惨
得
資
金
素

業
を
開
始
し
、
 

ま
た
は
就職
に
必
嬰
な
知
識や
技
能

を
修
得す
る
た
め
の
資
金
。月
千
五

百
円
以
内
。
期
間
は
六
カ
月
以
内
。
 

④
生
活
資
金
（次
の
も
の
に
あ
て
る
資
 

金
）
 

、
 

イ
、
生
婆
 

技
能
修
得資
金
の
貸
付

を
受
け
て
技
能
修
得期
限
中
の
あ
る

い
は
医
療
貸
付
資
金
の
貸
付を
受
け

て
医
療
を
受
け
て
い
る
者

（
家族
も

含
む
）
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る者
、
 

（
原爆
被
害
者
）
が
治
療を
受
け
て

い
る
期
間
中の
そ
の
者
の
属
す
る
世
 長

尾
理
事
長
の話
I
《
歳
の見
通
しが

つ
鼻品
h心
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
津
島

前
知
事
、花
田
町
長
は
じめ
、
関
係

官
庁
の
皆
様
が
、わ
れ
われ
受
益
者

の
た
め
誠意
を
もつ
て
、こ
授
助
し

て
く
だ
さつ
た
こ
と
と
、
受
益
者
の

方
A
も
一
致
協
力
して
こ
の工
事
完

成
に
湛
進
し
た
お
蔭
で
す
。
 

ド
テ
）
の
上か
ら
約
ー
メ1
ト
ル
間
隔

で
縦
横
に
打
ちこ
み
、
そ
の
鉄
管
の
上

口
か
ら
練
ム〕れ
た
セ
メ
ン
トを
強
力
な

圧
窄
ポ
ンプ
で
つ
め
込ん
で
やる
。
 

つ
め
込ま
れ
た
セ
メ
ン
トは
紙
管
の
穴
 

な
お
都
およ
ひ
舗
下
他
町
村
の
拠
金国

標
金
額
は
次
の
と
お
り
。
 

郡
 
四
、

八
三
〇
、
〇
〇
〇円

板
柳
町
 
二

O
〇
二
、五
三
〇
円

鶴
田
町
 
一
、一
三
五
、
O
一
〇
円

金
木
町
 

九
四
八
、
一
二
〇
円

中
里
町
 
一
、二
四
七
、六
〇
〇
円

市
浦
村
 
二
四

二
、
九
ニ
O
円

小
泊
村
 

七
三
、
八
二
〇
円
 

帯
の
生」
況
（
併
符
限
度
額
は
月
三
千
 

円
以
内
。
六
カ
月
以
内
。
 

ロ
、
家
麗
浦
慌
d
 
 
（
借
家に
で
も
可
）
 

（特
限
度
額
は
三
万
円
以
内
 

ハ
、助
産
費
 貸
付
限度
額
は
二
千円
 

以
内
。
 

ニ
、葬
春
露
 貸
付
限度
順
は
三
千円
 

以
内
。
 

医
療
貸
付
資
金
 

医
療
保
障
制度
の
完
備
され
て
い
な
い

現
在
、低
所
得
者
の
中
に
は
社
会
保
険
 

一
 

(
 

一
 

一
 

一
 

一
 

な
お
徴
税
対
黄
木
部
で
は
第
二
次
の
曜

理
期
間
を
崩
年
一月
十
日
より
旧
正
前

二
月
十
五日
迄
と
し
、強
制
執行
に
よ

る
町
税
の
潮納
露
理か
計
圃
し
て
い
る

三
上
町税
対
策
本
部
長
の
話I
納
税
成

績
が
重
よ
り
よく
な
い
ので
、
こ
の

二
士
一
百
か
ら強
制
執
行
（
整
柳
処

分
）
を
央施
し
て
い
る
が
、A稜
も

悪
質
湖納
者
には
、
ど
し
“F
レ
や
る

計
圃
で
す
。旧
正
前
ま
で
に
ぱ財
政

再
建
のた
め
計
叫
ど
お
り
徹
「
や
レた

徹
収
を
した
い
《
署
えて
い
る
。
 

◆
富
中
珠
算
有
級者
（
数字
は
学
年）
 

二
挙
A
黒
絹
鉄
人
、
ム
融
一
、花
田

栄
三
、思
裕

子
 
三
撤nめ
鯛
崎
逸

子
、
ル
苗
瑠
英
子
、
山
巾
ヤ
シ
、渡
辺

敏
ナ
、②
水
村
一
爽
、
伊
轡
プ
ル
、①

斎
藤
墓
ナ
、小
山
内
和子
、
神
哲
三
 

（
四
級
以下
略
）
 

羅
び
の
”
」醤
が
あ
り
、

「犠

に

ネ
商
無
m念
を
た
たえ
三
宗
』
『
校
 

ミ
 
醜
菅
「

ー

ミ
E
汽
縄
結
「
ミミ
 

伯
じ
晦
婆

の
と
き
は
ー
カ月
毎
に
請
 

求
書
を
出
し
ー
カ月
分
ず
つ
交
付
す
る

ー

ー
→

◇
●

I
ー
 
 

ー
 

街
灯
電
球
を

安
く
交
換
 

金
木
散
宿
所
の好
意
で
実
現
 

町
内
街
灯
の
電
球
破
損
ま
た
》
墨
ま
れ

た
場
合
、
そ
の
購入
経
費
を
各
自治
振

興
会
に
お
願
い
して
い
た
が
、こ
の
ほ

リ
景
北電
力
会
社
金
木数
宿
所の
好
意

に
よ
り
、
次
の
よ
う
な有
刺
な
条
件
で

交
換
さ
れ
る
こと
に
なり
、
暗
い
擢

で
困
つ
て
い
る
町
内
の
み
ん
なが
大
審

び
で
あ
る
。
 

①
ま
だ
一回
も
散
宿
所
で
交
挟
レ
た
こ

と
の
ない
価
球
は
班料
で
交
換
す
る

②
二
回
目
か
らは
破
損
電球
ー
カ
に
つ

き
二
十
円
で
変換
ド
 

畏
レ

《
町
内
自
治
振
興会
を
と
お
し

て
交
換
の
こと
。
 

以
上
の
よ
う
な
条件
で
あ
る
が
、
ま
だ

自
治
振
興
会
の
ない
町
内
が
あ
るの
で

遠
急
に
組
織
す
るょ
一
局
当
局で
は
望

ん
で
い
る
。
 

一
 

一
 

一
 

五
O
％
を
日
標
什撫
カ
を
統
けて
き
た

本
年
度
の
財
面再
建
計
画
では
、
調
定

額
五
千四
百
五
＋四
万
八
千円
に
対
し

七
一
％
の
徴
税
率
で
、「
手
八
百五
十

七
万
円の
徹
収額
を
予
定
して
お
り
、
 

昨
三
『馴
加

五
五
％を
一
六％
上
一
 

回
つ
て
い
るが
、
今
年
度
は
合併
前
の

八
六
％
まで
ニ
ぎ
つ
け
にい
と
ハ
リ
キ

ツ
こ
い
る
コ
 

【
写
嘱

】H盛
大
に
行
わ
れ
た
記
念
式

典
】
 

ーーニ
コ
旺
＼
 

報
詳
言
～
 

“
I
”三
・
●
・
」
三

“
・
・
●L三
一
●
『
‘
三
三
？
…
“
・
三
一1
…
●
．
三
ニ
「一
・
・
●
・
 

・
・
●
【ミ
F
i
●
，
ニ三
！…
・
．
L
三
！三
て
●
、
：三
三
…
●
三
！

・
 

県
内
農
試
の
拡
充
図
る
 

当
町
の
拠
金
は
九
十
余
万
円
 

当
日
は
中谷
西
北
地嚢

W
事
務
所
畏
 
に
対す
る
需
状
冊
星
、
牧
習
耕
務
所

花
田
町
琵
は
じ
め
表
の
来
質
か
畠
席
 
長
、北
五
地
区
牧委
巡
驚

議
会
畏
、
 

し
、
物
故
者
へ
の追
悼
の獣
鵬
を
さ
さ
 
北五
中
学
校
畏
会
長
、町
内
校
授
会
摂
 

ー
I・
 
卒

業
生
代
表
の祝
辞
、在
校
生
代
表
の
一
 

原
田
議
長
ら
表
彰
 

廿
議
員
在
職
十
年
以
上
 

全
国
議
長
会
か
ら
晒
 

十
「
一
月
九
日
午
前
九
時
、
晋
森
市
語
 

収
入

の
上

昌
会
館
で
地
方
皇

法
薦
打
十
周
年
 

反
当
四
『
 

肥
念
行
事
の
ー
つ
と
し
て
、
禽

臓
畏
 普
町
の
警
」ば

察
ら

の
表
彰状
伝
義
お
ょ
び
本
県
 二
十
ニ
町
五
席

議
長
会
（
会
琵
軽米
健
一
氏）
の
衷
影
 
大
東
ケ
丘
、喜
一

式
か
行つ
た
が
．
‘
当
町
の
愛
賞者
は
次
 で
あ
るが
、
今
 

の
通
り
で
あ
る
。
 

グ
ン
と
よ
く
、
」
 

◇
全
国議
畏
会
表
影

（
ナ年
以
上動
続
 平
均
と
好
況
を
一
 

議
会鷲
）
姦

盤
搾
 

び
で
あ
る
。
 

◇
県臓
令醸
長
会
褒
彰
（議
員
在
職
ナ
 滑
地
区の
翼
＋
「
 

年
以
上
）
n
原
田
勇
太
、
白
編
太

一
は
不
問
，
晃
～が

郎
、
宋
立
間
五郎
 
一

一
一い
』
の
原
料
一

‘
→

、
●
◆
◆
◆
◆
◆A、
‘
 

豊
島
部
落
は
現
状
 

九
票
の
差
で
分
町
 

十
二
月
士
百
、
県
知
事
よ
り
中
田
町
 果
、
分
町
賛
成

選
糞
」堀
簾
繊
会
に
柱
民
揺
業
解
決
 
県で
、撫
島
熊

す
る
よ
フ
請求
の
あhソ・
一
』
、

中
憩
浦
豊
 こ
と
に
洪
定
し

島
部
落
の
金木
町
へ
の
分町
闘
属は
、
 
こ
れ
で
昭
馴
ニ
‘
 

去
る
二
主
一
百
午袖
七
時
よ
り
午
後五
 
係
機
閥に
請
鰍

時
ま
『蔵
田
中
李
校
に
お
い
て
住
」校
 
分
懸

勘
か
桃「
 

m曹
行
い
、午
後
大
時
に
開
栗上
』
結
 
年
目
で
終
什待
』
 

r一 一ゴ
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鱗
に
老
朽
し
て
い
る
た
め
、
昨
三
十
一

年
九
月
か
ら
袖
強
工
事
に
打
工
、
藤
枝

糎
池
土
地
改
哩
区
（
理
率
畏
、
畏
曜
満

氏
）
が
亭
莱
主
体
と
な
っ
て
工
事
を

進
め
て
い
た
が
、
年
廃
内
に
は
完
成

す
る
見
通
し
が
つ
き
、
誕
益
者
は
じ
め

関
係
者
一
同
は
明
る
い
笑
顔
を
み
せ
て

い
る
。

同
測
池
は
、
瑚
祇
用
池
と
し
て
水
田
耕

作
者
（
而
稲
約
二
百
町
歩
）
の
生
命
線

と
な
っ
て
い
る
が
、
護
岸
堤
は
鰹
逝
と

瞳爵

識
てに
いあ
るる
た

；
め

、

師言

三は
寸 一 、
一引候

風し

踊遥
水畏
の約

序豐
ご〆

と1
に卜

爵f
驚典
さ束

明
治
三
十
●
三
年
に
創
立
さ
れ
た
県
江
黒

価
隆
亭
賦
験
場
は
、
明
年
三
十
四
年
で

蕊
牟
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が

こ
の
ほ
ど
雌
下
の
雁
拳
団
体
お
よ
び
関

係
諾
穣
関
を
も
っ
て
制
賦
験
賜
創
立
六

十
周
年
配
念
班
築
協
錘
会
荏
雛
立
し
た

こ
の
協
蚕
会
は
、
各
郡
市
ご
と
に
支
部

を
お
き
、
予
算
約
一
侭
二
千
九
百
八
十

余
万
円
（
う
ち
雁
家
拠
金
五
千
五
百
二

十
万
円
、
一
般
拠
金
五
百
万
円
、
他
は

写
・
毒
草
昌
曼
罪
嘘
嘗
芭
二
二
三
皇
霊
胃
一

G■

一
眼
社
一
鎮
穐
祉
勘
堺
会
で
掴
、
こ
り
ほ
ど
眼
下
の
蚤
、
町
村
を
と
お
し
て
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
達
に
批
帯
史

一
生
声
金
お
よ
び
医
癖
饗
の
許
一
付
け
種
す
る
こ
と
に
訣
定
し
、
関
係
者
か
ら
悪
ば
れ
て
い
る
。

謹
鯏
窪
獅
螺
雛
棚
雑
瀦
騨
製
鯛
雌
祁
澱
溌
》
雛
蠣
赫
識
醒
釧
寵

一
に
述
べ
て
み
よ
う
。

昭
和
三
十
一
年
、
多
額
の
補
助
を
う
け
て
謹
岸
堤
の
補
強
工
事
に
極

工
し
た
藤
枝
溜
池
は
、
全
国
的
に
診
ら
し
い
グ
ラ
ウ
ト
エ
法
で
工
事

を
進
め
て
い
た
が
、
近
く
完
成
す
る
ま
で
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

こ
の
工
事
は
昨
年
腰
、
班
北
地
区
で
た
だ
一
地
啄
の
み
採
択
さ
れ
て

い
た
も
の
だ
け
に
、
関
係
者
一
同
喜
ん
で
い
る
。
ま
た
水
田
耕
作
者

は
、
明
年
塵
か
ら
の
水
稲
は
瑚
収
確
実
と
明
る
い
変
摘
で
あ
る
。

６
９
』
宮
二
五
■
マ
：
言
二
百
か
弓
。
合
▼
Ｌ
軍
再
』
二
言
言
入
●
・
呂
呂
一
三
孟
一
上
▼
。
二
口
二
一
言
苧
五
一
▼
‐
－
１
二
三
一
二
今
△
●
、
Ｐ
Ｃ
弓
二
Ｆ
差
“
●
マ
ー
。
』
弓
一
一
言
、
。
●
｜
子
・
目
』
一
言
・
口
・
凸
予
呂
呂
』
旨
き
。
●
’
三
・
二
二
『
言
一
ヱ
ー
ワ
ー
ニ
・
』
一
舌
一
三
《
｜
ワ
・
・
里
。
『
ｒ

I

０
■
日
Ⅳ
勺
０
四

い‐

当
町
の

=

織
轆
零
鱸
蕊
謙
譲
も
詞
副
職

の
漏
水
が
甚
し
い
の
で
稲
作
に
も
年
々
一
｜
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
と
、
受
益
者
の

一
方
々
も
一
致
協
力
し
て
こ
の
工
蕊
完

悪
影
審
を
与
え
て
い
た
。

￥

こ
の
補
強
工
事
の
総
工
蜜
は
一
千
四
百
一
一

四
十
二
万
二
千
円
で
、
そ
の
内
訳
は
っ
一

ぎ
の
と
お
り
。
ド
テ
）
の
上
か
ら
約
一
〆
１
ト
ル
間
隔

利
圃
延
畏
工
率
蛮
一
で
縦
繊
に
打
ち
こ
み
、
そ
の
欽
衙
の
上

（
万
円
）
一
口
か
り
練
わ
れ
た
セ
メ
ン
。
ｒ
を
強
力
な

漏
水
防
止
四
西
米
五
五
一
圧
程
ポ
ン
プ
で
つ
め
込
ん
で
や
る
。

波
返
し
四
二
一
少
四
五
○
つ
め
込
ま
れ
た
セ
〆
ン
卜
は
訟
琶
の
穴

・
・
・
イ
・
ロ
。
。
。
。
。
。
・
・
・
：
・
・
・
・
ロ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
目

①
生
業
董
金
Ｉ
生
業
鞍
選
む
に
必
袈
な

蜜
金
。
皆
付
の
限
度
は
五
万
円
以
内

②
仕
度
黄
金
Ｉ
就
臓
す
る
と
き
仕
睦
に

必
程
な
斑
金
。
一
万
五
千
円
以
内
。

③
捷
能
修
得
童
金
Ｉ
祁
莱
を
開
始
し
、

ま
た
は
就
職
に
必
袈
な
知
識
や
按
能

を
修
得
す
る
た
め
の
資
金
。
月
千
五

百
円
以
内
Ｊ
期
間
は
六
カ
月
以
内
。

④
生
活
黄
金
（
次
の
も
の
に
あ
て
る
黄

金
）

イ
、
生
活
饗
技
能
修
得
貢
金
の
黄
付

を
受
け
て
按
能
修
得
期
限
中
の
あ
る

い
は
医
療
黛
付
寅
金
の
岱
付
を
認
け

て
医
躍
を
蕊
け
て
い
る
者
（
家
族
も

含
む
）
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
、

（
原
爆
被
害
者
）
が
治
療
を
受
け
て

い
る
期
間
中
の
そ
の
者
の
属
す
る
世

眼
識
）
の
二
年
討
阿
で
、
原
内
の
試
験

研
究
機
関
の
師
艇
の
盤
備
拡
充
を
図
る

Ｊ

こ
と
に
な
っ
た
。

当
町
の
拠
金
胃
標
は
二
カ
年
で
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

筆

円
冬

水
田
反
別
余
熱
六
七
四
、
八
○
○
中

畑
反
別
金
額
九
一
、
八
二
○
市

腰
箕
口
数
別
金
額
一
八
一
、
五
○
○
小

目

九
四
八
、
一
二
○
一

二
二
二
空
詫
壺
‘
毒
一
言
き
せ
』
二
宝
一
二
一
宰
幸
一
幸
誼
》
一
』
言
・
音
。
・
呂
臺
ニ
ー
ェ
一
幸
宰
毒
二
一
言
言
二
』
二
二
一

世
帯
更
生
蓋
金

●

金
は
九
十
余
万
円

卵
内
の
試
験
一
な
お
郡
お
よ
び
都
下
他
町
村
の
拠
金
目

町

ツ標
金
額
は
次
の
と
お
り
。

郡
四
、
八
三
○
、
○
○
○
円

板
柳
町
一
、
○
○
二
、
五
三
○
円

鰹
田
町
一
、
三
一
五
、
○
一
○
円

金
木
町
九
四
八
、
一
二
○
円

中
里
町
一
、
二
四
七
、
六
○
○
円

市
浦
村
二
四
二
、
九
二
○
円

小
泊
村
七
三
、
八
二
○
円

守

余
・
水
吐
二
九
〃
三
○
○

底
樋
二
三
〃
五
八

副
底
四
二
四
〃
二
九

雑
蜜
四
八

酎
一
、
四
四
二
万
円

皇
屋
理
車
畏
の
話
４
筬
の
見
通
し
が

つ
き
安
心
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
津
圏

医
療
保
障
制
度
の
完
備
さ
れ
て
い
な
い

現
在
、
低
所
得
者
の
中
に
は
社
会
保
険

籍
の
生
活
愛
貸
付
限
度
額
は
月
三
千

円
以
内
。
六
カ
月
以
内
。

ロ
、
家
屋
柿
修
掻
（
僧
家
に
て
も
可
）

鐵
狩
限
度
額
は
三
万
円
以
内

ハ
、
動
産
強
貸
付
限
度
額
は
二
千
円

以
内
。

二
、
葬
祭
蜜
貸
付
限
度
額
は
三
千
円

以
内
。 ｒ

Ｉ
Ｉ
ｊ
県
社
協
で
貸
出
し
始
め
る
＃
、
一
一

ｊ
ｌ
１

－
１
１
－

（
一
一

一

ｰ

医
療
貸
付
黄
金

一
輩
琶
一
二
言
ロ
・
言
二
二
霊
二
一
至
宰
｝
や
一
言
『
言
二
『
↓
ニ
ー
ニ
ェ
エ
ー
菫
一
四
霊
言
・
・
・
・
言
呂
三
二
一
霊
魂
一
毒
二
言
言
・
呂
互
二
二
奉
宰
毒
一
室
』
ご
一
自
・
．
・
・
二
二
龍
一
澤
雪
一
毒
一
二
一
三
』
言
『
二
二
』
一
塞
一
津
詫
謡
奉
一
言
■
■
。
。
ｆ
の
畠
ニ
ニ
エ
｛
一
幸
垂
一
一
一
』
電

一

▲

活 一
一

一
一

一
一

一
一

法
の
流
用
を
う
け
た
財
政
再
鎚
固
体
と
上
総
務
鯉
長
）
を
お
き
、
十
月
一
日
よ

し
て
財
政
の
建
て
な
お
し
の
た
め
、
町
り
．
十
二
月
三
十
円
ま
で
を
第
一
次
町
税

当
届
で
は
徴
税
対
溌
本
部
（
本
部
長
三
潴
綱
郷
諏
期
間
と
し
、
町
税
鯛
定
額
の

等
の
対
韓
外
に
あ
る
も
の
汝
ぴ
社
会
保

険
等
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
医

療
蜜
の
一
部
織
担
を
必
鍵
と
す
る
者
が

非
常
に
多
い
。

こ
れ
ら
の
多
く
の
表
は
、
そ
の
医
耀
喪

を
長
期
間
に
分
制
し
て
負
担
す
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
こ
れ
を
一
時
に
支
出
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め
い
た
ず

ら
に
病
状
を
悪
化
さ
せ
て
貧
困
の
極
地

か
ら
ハ
ミ
出
し
、
ス
キ
間
の
あ
る
部
分
一

へ
菱
入
し
て
固
ま
る
た
め
、
完
全
に
漏
一

水
を
防
ぐ
こ
と
に
な
る
と
い
う
工
事
方
一

法
で
あ
る
。

●
ｕ
Ｈ
〃
ロ
Ｂ
Ｅ
Ｊ
〃
■
ｈ
ｑ
Ｄ
畠
１
、
Ｕ
〃
Ｆ
１
、
Ｄ
ｒ
ｆ
１
１
Ｊ
ｒ
Ｌ
Ｊ
〃
０
、
Ｊ
Ｊ
０
、
日
Ｄ
ｒ
ｌ
、
Ｊ
ｒ
ｌ
９
Ｊ
ｏ
１
ｉ
口
０
１
Ｊ
・

一
お
正
月
は

一
出
来
る
だ
け

一
鯲
帥
説
躁
よ
う

に
落
ち
込
む
者
が
多
数
あ
る
。

よ
っ
て
低
所
得
者
の
中
で
ど
の
黄
金
の

貸
付
を
受
け
た
場
合
、
傷
夷
・
疾
病
の

回
復
と
と
も
に
偵
還
で
き
る
見
込
み
の

者
に
そ
の
必
聖
な
医
罐
喪
の
昔
付
を
行

っ
て
、
被
保
護
階
畷
に
転
落
す
る
こ
と

を
防
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
賞
金
の
対
露
著
は
低
所
得
者
で
あ

っ
て
次
の
各
号
に
該
当
す
る
者

①
傷
夷
を
う
け
ま
た
は
疾
病
に
か
か
つ

I l
i

l

曰
第
二
次

徴
税
対
策

：:.､努汝

に
光
明
ｉ

前
に財

政
の
建
て
直
し
に
本
腰

て
い
て
六
カ
月
以
内
に
治
癒
す
る
と

露
め
ら
れ
る
者
。

②
偏
実
ま
た
は
疾
病
話
治
綴
し
て
い
る

期
間
中
の
状
況
で
は
、
医
擦
愛
の
一

部
ま
た
は
全
部
の
支
払
が
不
可
能
で

あ
る
と
認
め
一
ら
れ
る
者
。
．

③
こ
の
童
金
よ
り
街
付
を
蕊
け
た
額
を

五
年
以
内
に
返
済
し
得
る
と
認
め
ら

れ
る
毒
。

▽
二
種
以
上
の
董
金
が
借
り
ら
れ
る

こ
れ
ま
で
は
同
一
批
稽
が
二
種
以
上
の

変
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
だ

が
、
こ
れ
か
ら
は
一
、
’
一
種
以
上
で
も
借
り

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
蜜
金
の
麓
付
限
度
額
は
五
万
円
以

内
で
総
額
五
百
二
十
五
万
円
で
あ
る
。

借
入
の
条
件
と
手
続

昼
戊
’
二
百
町
歩
の
生
命
線
と
な
る
璽
摩
堤
莞
成
部
）
】

■
雫
蝿
衆
に
：
費
灘
灘
繁

・
弓
一
『
ミ
皇
室
雪
盲
言
１
．
．
．
ミ
ニ
塁
謹
琶
二
言
．
●
２
．
串
昌
ミ
窒
誼
蕾
一
言
．
．
●
●
・
呂
二
晶
巽
竈
曹
や
』
』
§
昌
言
睾
窒
雪
害
胃
！
●
．
『
畠
墨
室
謹
言
己

’

一
五
○
％
を
日
標
に
努
力
を
銃
け
て
き
た

嘉
湖
中
準
擬
で
は
、
去
登
聿
白
午
前
一
げ
国
歌
密
唱
後
、
校
長
の
式
辞
、
花
田

●
－
，
．
時
、
同
校
識
堂
で
創
工
・
｝
・
周
年
鰯
金
一
町
窪
の
祝
辞
、
つ
い
で
雁
代
鞭
異
永
一

式
典
を
挙
行
し
た
。
一
年
勤
綴
肴
懲
（
功
蒋
識
現
峨
数
段
一
一

撒
繍
鱗
辮
難
蕪
繍
蝿
撫
騨

八
六
診
巽
」
こ
ぎ
つ
け
十
版
と
ハ
リ
キ
ー
斎
除
辮
李
、
小
山
内
和
子
、
神
哲
ニ

ヅ
て
い
る
。
（
四
級
以
下
略
）

▽
利
息
は
年
一
一
一
分

借
り
た
金
に
は
、
や
は
り
利
息
が
つ
き

年
三
分
で
あ
る
。
返
演
の
期
限
は
、
そ

の
爽
金
の
諏
麹
に
よ
っ
て
興
る
が
、
お

く
れ
た
場
合
に
は
百
円
に
つ
隆
一
一
日

壼
蕊
の
延
溌
利
子
が
つ
く
。

▽
侭
邇
方
法

彼
還
（
返
済
）
の
方
法
は
年
賦
、
半
年

賦
、
月
賦
の
三
つ
の
方
法
が
あ
る
が
、

年
賦
や
半
年
賦
は
、
ま
と
ま
っ
た
金
額

を
支
払
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
毎
月
少

額
を
支
払
っ
月
賦
が
よ
い
。

▽
借
入
の
手
緬
き

借
入
れ
の
希
望
者
は
、
民
生
委
幽
を
通

し
て
申
込
誉
に
必
要
な
事
項
を
蚕
き
入

れ
て
構
溺
へ
提
鴎
す
る
こ
と
に
な
る
。

但
し
医
療
喪
貨
付
斑
金
は
、
医
師
の
診

断
誉
（
病
轄
ば
か
り
で
な
く
、
治
殿
期

間
や
所
聖
経
愛
の
見
積
額
を
含
む
）
を

添
え
て
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▽
麓
付
置
金
の
交
付
決
至

貸
付
の
決
定
は
県
社
会
福
祉
協
顕
会
で

行
い
、
そ
れ
と
同
時
に
笹
場
に
全
額
送

金
さ
れ
、
裡
鰯
で
は
偕
用
識
と
引
き
換

え
に
現
金
を
本
人
に
漣
す
こ
と
に
な
る

In1咋七七
つ三万一
て←:・円％
い－一のの

泉霞傭驚
、の、軸1率

今五種で
年五守．、

際醤筈旱
扉美嘉合
T W ％ り 五
の上、‐{-．

錘子栄二
・十，三級‘

｜
鯉唾ヤ

プーシ
ノレ、

。醤盟雷（

本
年
度
の
蝿
欧
再
建
酎
脚
で
は
、
胴
定

鋤
五
千
四
百
五
十
四
万
八
千
円
に
対
し

’

’一

嘉
瀬
中

十
周
年

I

’

教
育
功
労
者
な
ど
を

一
』
覇
、
袋
、
、
そ
》
一
零
零
心
、
ｆ
睡
顎
、
錘
、
、
グ
、
詮
譲
霊
グ
．
、
雲
、
、
ミ
ヂ
、
零
寒
べ
づ
、
醤
、
、
、
グ
、
、
翌
も
、
。
Ｐ
、
ふ
ぷ
、
、
グ
於
零
、
患
、
〃
詮
塞
顎
顎
、
診
、
寒
寒
奄
〆
、
、
顎
、
ベ
グ
、
ミ
寒
さ
グ

ー
神
金
木
小
生
活
部
長
淫
陶
・
品
い
遊
び
だ
か
ら
、
趣
険
で
な
”
乗
盟
や
よ
い
で
．

》
嘉
瀬
則
子
（
六
年
）
ｒ
こ
こ
ろ
な
・
い
ば
く
い
に
や
っ
て
よ
い
一
二
局
が
、
ゴ
｜

、
こ
の
間
め
晩
、
町
に
お
つ
か
い
に
唾
い
”
で
は
な
い
か
ど
思
い
ま
す
。
叩
で
ビ
タ
打
ち

一
》
た
ら
、
鋤
の
錐
徒
迩
が
自
転
車
の
住
と
こ
ろ
が
、
便
跡
ぴ
に
ス
ケ
ー
ト
を
撲
と
り
し
た
り

一 ｜’

町
内
街
灯
の
晒
球
破
拠
ま
た
は
盗
ま
れ

た
鰯
合
、
そ
の
購
入
経
餐
を
各
自
治
振

興
会
に
お
願
い
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ

ど
東
北
電
力
会
社
金
木
散
宿
所
の
好
意

に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
有
利
な
条
件
で

交
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
暗
い
梗
逆

で
困
っ
て
い
る
町
内
の
み
ん
な
が
大
喜

び
で
あ
る
。

①
ま
だ
一
回
も
散
宿
所
で
交
換
し
た
こ

と
の
な
い
ｎ
球
は
無
料
で
交
換
す
る

②
二
回
目
か
ら
は
砿
撫
睡
球
一
力
に
つ

き
二
十
円
で
交
換
脈
‐

③
但
し
茎
町
内
自
治
振
興
会
を
と
お
し

て
交
換
の
こ
と
。

以
上
の
よ
う
な
条
件
で
あ
る
が
、
ま
だ

自
治
振
興
会
の
な
い
町
内
が
あ
る
の
で

速
急
に
組
織
す
る
よ
う
町
当
届
て
は
望

ん
で
い
る
。

卒
業
生
代
垂
の
祝
辞
、
在
校
生
代
翌
の

『
客
び
の
霊
畢
繧
が
あ
り
、
眠
援
に

聿
悶
年
記
念
を
た
た
え
る
墜
溌

但
し
医
療
蜜
の
と
き
は
一
カ
月
毎
に
謂

求
害
を
出
し
一
カ
月
分
ず
つ
交
付
す
る

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

な
お
徴
税
対
溌
本
部
で
は
鐙
沢
の
整
一

蝿
期
間
垂
朗
年
一
月
十
日
よ
り
旧
正
汕
一

二
月
十
五
日
迄
と
し
、
強
制
執
行
に
よ

る
町
税
の
滞
納
轆
理
鞍
酎
画
し
て
い
る

三
上
町
説
対
策
本
部
長
の
話
Ｉ
納
税
成

緬
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
の
で
、
こ
の

二
十
三
日
か
ら
詑
制
執
行
（
謹
押
処

分
）
を
実
恥
し
て
い
る
が
、
今
後
も

悪
衝
滞
納
巷
に
は
、
ど
し
ど
し
や
る

討
画
で
す
。
旧
正
汕
ま
で
に
は
財
政

再
建
の
た
め
献
酬
ど
お
り
微
底
し
た

撤
収
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

…汐、…、………、"、…、″、…､…》
よ
う
か
。
ス
キ
ー
や
ス
ケ
ー
ト
や
コ
は
外
に
出
て
、
露
た
る
ま
蓮
つ
く
つ
な
い
映
画
鞍
見

マ
遊
び
な
と
は
、
屋
外
遊
戯
と
し
て
た
り
、
酢
合
戦
種
や
っ
た
り
し
て
遊
り
道
、
親
の
ゆ

》
息
ミ
ミ
く
§
悪
、
〆
舎
ミ
ミ
、
く
ミ
ミ
く
き
、
く
顎
、
く
、
§
、
く
ミ
ミ
く
ミ
ミ
く
ミ
ミ
憩
違
ミ
§
ミ
ミ
ぞ
篭
ミ
く
ぷ
さ

､

◆
嘉
中
珠
算
有
級
者
（
敏
字
は
学
年
）

た
ら
、
男
の
誹
徒
連
か
自
恥
車
緬
住

に
つ
か
ま
っ
て
、
ス
ケ
ー
ト
鐘
舞
っ

て
い
る
の
を
見
ま
し
た
が
、
大
恋
言

げ
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
前
に
も
学
校
や
摩
底
が

金
木
敵
宿
所
の
好
意
で
実
現

街
灯
噛
球
を

安
く
交
換

り
で
な
く
、
ス
キ
ー
を
滑
る
に
魯
鐘

所
悲
香
え
て
滑
ら
な
け
れ
ば
、
い
鋒

ら
錘
康
の
た
め
に
よ
い
遊
び
で
も
ケ

ガ
の
も
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ら
、
何
辺
と
吟

く
津
恵
を
零
ヴ

て
い
る
の
で
虻

が
、
い
つ
Ｆ
吾

に
や
め
ま
せ
ん

ス
ケ
ー
ト
ば
か

’
十
二
月
十
二
日
、
県
知
事
よ
り
中
里
町

適
挙
篭
理
饗
繊
会
に
柱
民
投
票
で
解
決

す
る
よ
ツ
禰
求
の
あ
っ
た
、
沖
製
町
溌

一
島
部
落
の
金
木
町
へ
の
分
町
間
魎
は
、

●
一
去
る
二
誉
一
日
午
前
七
時
よ
り
午
磯
五

一
時
表
武
田
中
学
校
に
お
い
て
住
鴎
投

一
票
藍
行
い
、
午
疲
六
時
に
鰯
察
し
た
糖

一

潔
灌
態
蝿
瀦
雛
蛎
躍
疏
熊
》

◇
篇
融
量
表
彰
（
十
年
以
上
潔
一
難
鑑
鮮

の
通
り
で
あ
る
。

融
会
誉
記
）
Ｉ
蛸
鴎
繁
作
ぴ
で
あ
る
。

◇
県
溌
会
懸
墓
会
塞
彰
（
纒
吸
森
職
十
当
地
瞳
の
葉
走

年
以
上
Ｉ
啄
田
勇
太
、
白
川
彌
太
一
一
は
不
向
圭
畢
峰
が

邸
、
木
工
間
五
郎
一
こ
い
』
の
腺
料

灘蕊
の事館九

灘
霊蕊
一一四

¥i;収

蕊譲

慾
を
諏
唱
し
て
、

↑
『
ひ

蕊
苧
峰
正
午

日
の
勉
強
の
仕
嵯
を
し
て
お
い
た
り

す
る
の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
中
で
は
率
球
を
や
つ
起
り
、

ド
ッ
チ
・
ボ
ー
ル
鞍
や
っ
た
り
し
ま

す
が
、
こ
れ
は
よ
い
迩
画
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
お
き
郵
の
よ
い
口
な
ど

と
こ
ろ
が
、
便
泌
ぴ
に
ス
ケ
ー
ト
を

滑
る
の
で
は
だ
め
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
晩
は
罫
に
出
な
い
で
、
唾
の

中
で
ｍ
白
い
奉
鞍
読
加
だ
ｂ
、
女
で

あ
れ
ば
齢
物
を
し
た
り
、
ま
た
、
剛

ヤ
ね
龍
・
固
邑
函
認
・
粥
啓
、
』
誤
鐺
蕗
寸
。
巽
誰
酌
訴
』
Ａ
誰
謁
雷
・
・
今
鵠
や
羊
琶
邑
．

豊
島
部
落
は
現
状

原
田
議
長
ら

楽
し
く

安今、－
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｐ
く
ず
◆
◆
令
９
４
４
１
Ｊ
Ｉ

1

1此
午
か
ら
は
溌
蕊
、
体

．
Ｉ
議
員
在
職
十
年
以
上

０

全
国
議
長
会
か
ら
妙

式
典
の
幕
鞍
閉
じ

九
票
の
差
で
分
町

一 一一

＝

壼
輔
総
辮

一
一
◇
評
瀦
識
者

凸
歴
代
校
畏
Ｉ

全
な
稚

一
操
な
ど
の
レ
ケ

誰
迩
も
見
ま
す

之
助
が
来
た
と

れ
も
と
行
っ
た

た
め
に
な
る
峡

て
も
よ
い
し
、

た
い
と
思
い
ま

換
と
り
し
た
り

を
こ
ろ
が
し
て

兇
き
す
が
、
こ

と
は
単
え
ま
せ

映
剛
は
な
ん
と

蝶
、
分
町
叢
成

票
で
、
纏
島
部

二
と
に
渋
定
し

こ
れ
で
昭
郵
二

係
撫
閥
に
蒲
搬

分
町
運
動
を
醗

年
目
で
維
止
符

◇

人敏子
壺爾、

幼稚
労田
者職ミ彰

三
三
四

包
茎
三



な
お
微
税
対
費
本
部
で
鱗
四

茨
の
肥
 

・
 

理
期
間
を
明
年
一
月
＋
白
よ
り
旧
正
加
 

一
一月
＋
・
五
日迄
と
し
、
強
制
執
行
に
よ
 

る
町
税
の
海
納
整
理
タ
計
画
し
て
い
る
 

三
上
町
覗
対
策
本
部
長
の
話
l
納
税
成
一
 
？
 

綱
加
お
ま
り
よ
く
な
い
の
で
 

一
ー
 

二
士
一百
か
ら
強
製

行
（
差
m
ダ

、
‘
)
 

分
）
を
実施
し
て
い
る
が
、今
後
も
 
ブ
Jw
 

' 	 " 「ぎ ，『ミり ”y‘ ，譲難曹 
三鷲ミか““ 蔵鷲篇鷲響議gぎ1 

【菊f  の’般 仕l【こ 励 む喜 良〒万 1・寸民】 

の
生
命
線
と
な
る
護
岸
堤
【
、
 
 
Z
部
）
】
 

る
と
 
▽
利
息
は
輝
 

分
 

借
り
た
金
に
は
、
に
り
利
息
がつ
き

年
三
分
で
あ
る
。
浦
の
期
限
は
、そ
 

の
ー
 
の
資
金
の
観
娘
に
ン

て
興
る
が
、お

能
で
 
く
れ
た
場
合
に
は

1
1に
つ
い
て
百
 

」
醗
の
延
潮
利
子

J
く
。
 
 

但
し
医
療
費
の
と
き
は
ー
カ
月
毎
に
請

求
幡
か
承
し
ー
カ月
分
ず
つ
糞
付
す
る
 

‘
ハ
v
，
ーー

ー
 

街
灯
電
球
を
 

安
く
交
換
 

胃 

' 
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シ 
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弘
大
教
授
石
 
崎
 
宜
 

雄
 

ュースオ三集

ンカ二本 

麟難麟」護 

瞬難シー 

舞
蕪
 

難

麟

難

難

慧
 

麟
鱗
難
競
幾
機
競
響
秘
 

〈行
で

』
 

一直
し

に
車
腰
 

に額
の
 
額
五
千
四
百
五
＋
 
竿

円
に
対
し
 

一
記
麟
舞

一
・
り
”
纏
）
 

『
誓
卿誓
二
電
裏
警

‘
 

“灘
い
戸
に
”
 
夢
か
鱒
ム
 

」
一
」
蕪
難
雄
鵬
灘
 

麟
舞

h
議
 

難
嚢
鷲
事
撫
）一
 

舞
掌
停
 
f
 
“
f
 
『
舌
二
昂
一
 

（
携熱
難
熱
一
 

一
 

驚鷺 
h独
、ミ？
ミ
《桑
《ノ
ミ
ミ
《
ミ
ミ
，
f逮
ミ
くミ
ミ
く
ミ
ン
、
ミ
、くミ
ミ
く
ミ
ミノ
ミ
ミ
く
ミ
ミく
sミ
．く
ミ
ミー
敏sx、（
君
）
＆
瞬

て
ミ
ミ
、
ぐ
ミま
、
・
ど
ミ鍵
‘（
ミミ
ぐ
ミ
ミ
プ無
＆
＆
、
・

／
＆
心
授
交
‘
 

m
 
 
金
木
小
 
生
活
部
長

「
 

琴

x
い
遊
び
だ
か
ら
、
危
険
で
な
 
ぷ
の
もよ
い
で
しよ
ラ
‘
 

映
回
館
に
は
い
る
な
点
●
、い
け
な
  
w
 

一
監
蕊
馴
粉
句

l
》
ら建

摺
雀
議

ん
だり
、女
」
濃
景
ま
せん
』
ー
・
 
し
ょ
泉
、頭
の漢
ら
剥
『
」
一
 

n
 

‘
》貝
  
n
Jア
《
 、
一、
三
一
 

ニ
一
一Jコ
よ
‘
フ
「
h、
、
一
一つ
フ
ー
二
、
 一
「rつ
・り
、f
、
こf
、
こ
 
ノ
ー

に
オ●
『J
 
、
《
《：
エ
‘・
ニ
？
い
、
一
二
 
 
q
 

u
 

r
 

語
頼
 
則
子

（
」ハ
年｝
 

L
と
こ
つ
な
ら
中
夫

い
に
や
つ
て
よ
 
と
ころ
が
、
ゴ
ミ
ゴ
ミ
し
た
校
舎
の
 
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
q
 

』
 こ
の
聞
の
晩
、町
に
お
つ
か
い
にm
 
 
い
の
では
な
い
か
と
思
笑
す
。
 

中
で
ビ
タ
打
t

た
り
、教
室
霜
 

世
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
見
た
 

W
 
 
に
つ
か
ま
つ
て
、
ス
ケ
1
ト
篇

つ
 
誉
の
で
は
だ
め
で
は
な
い
で
し
よ
 
を
こ
ろ
む

て
走
つ
た
りす
る
の
を
 
で
あれ
ば
、
ど
ん
な
映
画
を
見
て
も
 
（
 

＼
 て
い
る
の
を
見
t

た
が
、
大
変
書
．
っか
。
讐

外
に
譜
な
い
で
、
家
の
 
見ま
す
が
、こ
れ
は
感
心
し
た
遊
び
 
だ
ま
M
jれ
る
よ
うな
こ
と
は
な
い
で
 『
 

「
 

‘
 
ら
、紐
え

）
？二

【【
二
一
γ三
一・
】
ジ
l証
【
一
」

一
：
“
荘
￥
・nり
・
 

一
映
画
を
見
て
は
、
う
つ
か
り
だ
ま
さ
 仏
 

」
、
‘
現

・
一てWる
の
勲
 
芽
オ
L
く

候

4

ナ4
辺
己
を

＼
風
り
ま
せノ
叱映
側
には
よ
いと
＼
 

W
 
 
一
t

弓
＼
！

《ュ
、
、
？
 ・
 

・
」
 ー
 

ー

・
 
叫
 
こ
ろも
わ
る
い
と
こ
ろ
もあ
る
と
思
 
ハ
 

m
 

、
 
】
 加
・
、P
つ
「
一＞
 

一
にジ
 
ー‘

 

こ
u
,f
i
‘
ふ
 
一、ノ
く
“月
”

‘
」く
一
‘．‘
ィ‘
j
 m
 

ゾ
 
《
防
．
，
 

・
・
；
い
ジ
「

ノ
 

う
り
で
、
見
た
後
の
勉
血
や
反
省
が
 
吻
 

一
）；
些

「
唯鱒
 
楽
し

く
健
全
な
遊

び
を
一
競気
離
襲
黙
」
一
 

一
 蕪

穀
鳶
鷺
鷺
m鉢
「
け」翼
麓
鷲
舞
舞
」襲
」
一
 

一
 W

 
 
一
、迄
己
な
ど娼
 
麗
別
達
劇
と
して
 
た
り
 
牛
％
「彰
を
や
「
一た
り
し
て
逆
 
り道
，
義
の
ゆ
る
しを
受
け
ない
で
 

か
 

z
 

ー
 ー

‘
・．ー
，
 

‘
 

?
,
,
1
1
!
'
,.
.‘
 
．
、J
 
J
 
,
"
I

‘
、ー
．
  
,
'？
ー
‘，
ー．
 

z
 

ミ
ノ
熱
心
＆
心
、

ぐ
《ミ
ミぐ
〈
＆
ミ
、

ノaミ
ミ
ノ
、パ＆
＆
、
ノ
ミミ
ノミ
ベ
ミ《
、
＆
&（
、に
＆＆ミ
で
＆&＆
心
ノ
傘
x＆
心己×〈
弐
文
ノ

、
＆
い
＆

中
ノ
ミsミ
ノ、
ミ
ミ
ど
ミ
ミ
、ノ
ミミ
Aノ
、
ミ
ミ
？
ミ§
いJ
§
sミ／
A
Aミ
で
ミ
ミ
、
（
曇
シ
 

（
 こ
g
こ
と
は
m
に
皐

校
や
譲

か
 
あれ
総

物
も

た
り
、
ま
た
、明
 
笥

は
な
ん
と
し
て
も
面白
い
か
ら
 
だ
ナ分
で
な
い
子
供
の
時
に
、
悪
い

「
 

」
 た
ら
、
男
の
維

議
息
単

の
佐
」
」
ころ
が
、
釜
び

に
ス
ケ
ー
ト
を
撲

と
り
し
た
り
、
害
注

机
め密
子
 
り
聞
い
た
り
し
て
知
つ
l
Jい
る
炎
 

所
電
町
え
て滑
ら
な
け
れ
ば
、
い
ノ
、
ドツ
チ
・
ポー
ル
か
」
やつ
た
り
し
ま
 
ため
に
な
る映
画
な
ら
ば
時
に
は
見
 
か斤

？
‘
、：
「』戸
い
戸
戸
』
‘

ノ

w
 

J
い
い
『
．n
i

ー
。
4
 
1
 

1
一
 
．‘
 
ノ
“ノ
，J
ニ
ノ
ー

「
ら
7
と
‘
7
叱旦
U
lー
ー
b
’

I
一
場
所
も
な
い
と
い
う
で
し
よ
う
。し
 
勿
 

ガ
の
も
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
 ま
す
ーま
た
お
大
気
の
よ
い
日
など

よ
っ
か
。
ス
キ
1
や
ス
ケ
ー
ト
や
コ
 は
外
に
田
て
、
難
だ
る
ま
を
つ
く
つ
 

ら
健
康
の
た
健

ょ
い
遊
び
で
も
ケ
 す
が
、
こ
れ
は
よ
い
迅
励
だ
と
思
い
 

"

？
稽鱗
日
脇
携
准
稽
てン
テ

縄
緯
浅
m
甥
婦
潔
都

だ山
郵
畿
ー
そ
ブ
ー
 

響 

鷺鷺ぎ鷲無篇 籍
難
難
難
難
鷲
 

て
も
よ
い
し
、ま
た
見
せて
も
ら
い
 
り
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一
 

一
 

一一
一一
 

一
 

】一一
 

弘
前
パ
（薮
携

心
断
宜雄
氏
に
『
喜
良
市
部
浴
己
（被

ど
の
よ
う
な

方
同
に
同
っ
》
轟
歳す
べ
き
む

と
い
うこ
と
に
つ
い
て
、
昨
年
喜

皇
界

・
庄球
卿
計
餅
委
員
会
（
会
長
三
上武
男
昏

が
珍
断
し
て
も

ら
つ
た
が
、こ
の
ほ
ど
パ
ンフ
レ
ツ
ト
に
ま
と
め
た
ちの
が
田
来上

つ
た
の
で
、
一
房
う
ち参
考
に
〈」
る
こ
・
一
」
が
りか
扱
恐い
レ紹
介
し
て

い
る
。
 

前
号
は
『
山
ン」
科
誉
」
のつ
な
が
り
』
と
い
う
題で
‘ー
ま
さ

に
山

を
中
心
と
す
る
生
活
が
あ
つ
て
、
農
業
は
ま
つ
た
く
息
参
消
費
に
つ

い
聖
。
れ
る
、と
い
う
肝
柄
が
、そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
つ
て
い
く
よ

う
で
あ
る

ー

ジ
」
結ん
で
あ
る
。本
号
は
喜皇

mの
社
会
的
基
磐
』
 

つ
い
て
紹
介
しよ
つ
。
 

警f 

断
書
（
」
望
ば
か

に
な
く
、
治
播

机
」
 
間
や
所
畿
経
猫
α
相
瓶
を
含
む
）
を
 

ー
一
、
添
光
て
田
さ
な
け
騒
芸
な

い
。
 

＼
る
 
▽
貸
付
資
金
の
交
決
定
 

』
上の
 
貸
付
の
訣
定
は
県
彊
福
祉
議
会
で

か
つ
た
 
行
い
、そ
れ
と
同
v』
驚
に
金
敵
送

も
僧
り
 
金
さ
れ
、縦
副
で
り
驚
準
尋
 
泌

一
一
。
 え
に
現
金
を
灰

か
『‘

 
 
J
 

醐
麟
轟
一「
執
 

悪
幕

納
者
に
は
、
芦
じ
も

や
る
一
難
」
一
 

（
四級
以
下
略
）
 

⑧
二
回
目
か
らは
破
損
憾
球
一
力に
つ

き
二
十
円
で
交換
P
 

⑧
但
レ
灸
町
内
自治
振
興
会
を
と
お
し

て
交
換
の
こ
と
。
 

以
上
の
よ
う
な
条件
で
あ
るが
、
ま
だ

息

m振
興
会
の
な
い
町
内
が
あ
るの
で

連
急
に
組撃
る

ょ
一而
当
局
で
は
望

ん
で
い
る
。
 

よ
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、萌
年
度
は
さ

ら
に
五
町
歩
を
増
反
す
る計
画
で
、
既

に
許
可
申
諸
済
み
で
あ
り
萌
る
い
w
適

し
が
つ
い
て
い
る
。
 

が
全
国
の
後
進
県と
い
わ
 

は
い
わ
な
い
か
ら
よ
い
も
の
の
、
ち
よ
 

つ
と
考
え
て
見
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
呼
 

を
返
ト
じ
な
い
限
り
後
進
の
済
霧も
ま

た
返
上
で
吏
）
い
。
 

金
を
得
ら
れ
な
い
の
か
、
ほ
し
い
の
は

金
、
金
。
し
か
し
棚
ポ
タ
は
夢
。
 
 

吐
会
的
基
盤
二

一
一
 

同
族
睦
が
弛
教
レ
、
解
体
し
、
再
細
ざ

れ
て
家
族
邸
団
と
して
の
村
があ
ら
わ

れ
て
来
る
と
こ
ろ
に
H
本
社
会
の
近
代

化
の
方
回
づ
け
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ

る
が
、
本
県
に
お
い
て
、
そ
の
同
族
憩

の
漢
度
の響
』
よ
つ
て
南
部
型
か
ら
津

軽
型
へ
移
行
し
て
い
く
過
程
にお
い
て

あ
ら
わ
れ
る
家
繁
（
団
化
の
傾
斜
を
、
 

極
度
に
示
して
い
る
津
慨
型
村
落
の
典

型
的
な
形
理
を
、
こ
の
村
にお
い
て
も

見
出
し
う
る
よ
う
で
あ
る
。
 

Iー
‘
これ
ら
の
理
諭
一移
に

つ
い
て
は

拙
禍
『
脅
森県
の
社
お
タ
霧
照
し
、
 

『角
が
古川
の
塗
本
斌
で
あ
る
が
、
ム「
 

が
早
い
。
も
し
あ
る
亡
すれ
ば
マ
キ
と
 

『
旨z
（
一にお
い
て
碁
出
」
れて
い
る
親
 

咋
築
団
と
し
て
の
オ
．ク
マ
キ
で
あ
る
 

今
日
喜
具
巾
地
区
に
基
りれ
る
・
杢
最

マ
キ
は
、
今
一
〇
九
授

」
｛m川
四一
戸

桑
田
三
〇
巨
、
伊
丸
照
Il戸
、
岡
田

二
〇
戸
、大
橋
一
存

で
あ
る
o
 

姓
の
散
は
全
蔀
で
一
云
、
し
書

そ

の
中
に
一世
加
争
つ
と
い
う
の
が
可戚

り
目
立
つ
て
い
る
と
こ
る
か
ら
、こ
の

点
か
ら
解放
性
は
可
成
hな
と
こ
ろ
ま

で
進
ん
で
い
る事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
村
に
お
い
て
同演
的
結
台と

い
う
事
は
、
そ
の
点
加
らも
、
も
は
や

過
去
の
事
実
に
外
な
ら
ない
事
が
十
分

に
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

か
く
て
わ
れ
わ
れは
、
こ
ニ
に
お
い
て

も
一
方
に
お
い
てオ
ヤ
ク
マ
キ
、
一
方

に
お
い
て
ユイ
ツ
コ
と
い
う
本
県
に
お
 

基
盤
を
見
畠
す
こ
と
が
で
費る
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
の
ユ
イ
ツ
コ
も
今日
に
お

り
し
は
既
に
師
島
《
働交
畏
の
原則
は
消

繊
レ
て
、
現
金
欝

の
型
が
一般
化
し

て
い
つ
て
い
る
模
搬
で
あ
る
。
 

田
植
人
夫質
は
男
女共
」
三
イ
ツ
コ
同

志
で
は
二
五
〇円
、
よ
ニ
」か
ら
依
頼
す
 
 る

場
合
に
は
二
七
〇
円
支
払
わ
れ
ると

い
う
協
定
が
朋
観
に
）dれ
て
い
る
。
 

し
か
ら
“遺
婚
タ
覇
七
て
の
社
会
の
ひ

ろ
が
り
は
ど
う
な
つ
て
い
る
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
を
喜
良
一
里ヌ
所
の
住
民
寄
銀

簿
か
ら
抜
き
m
し
て
み
る
と
、
ま
ず
五

＋
歳
以
上
の
場
合
に
お
い
て
通
婚
圏と

し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
もの
の
う
ち
、
 

」
伴
以
上
か
叛
え
る
も
の
を
限
界と
し

て
最
高
濃
度
の
線
を
ひ
い
て
み
る
と
、
 

喜
良
市
五
九
、
金
宋
三
〇
、
嘉
瀬
一
九

稲
垣
一
一
、武
田
九
、
飯
詰
八
、
中
里

八
で
村
内
婚
が
も
つ
と
も
高
く
、
そ
れ

か
弔
心
ン
ヒ
》て
金
木
．
嘉
瀬
の
願
の
線

に
そ
の
限
界
線
を
本
し
て
い
る
ニ
と
が
 

わ
か
る
の
で
あ
る
。
 

し
か
る
に
三
＋
歳
を
中心
と
す
る
場
合

に
は
一
応
基
本
型
』
は
かわ
り
は
な
い

け
れ
ど
、
そ
の
拡
人
傾
同
には
大
き
な

変
化
が
窺
わ
れ
る
。
 

本
村
に
お
け
る
題
蛾
鯛
は
年
と
書
～
拡

大
傾
同
を
た
ど
つ
て
き
て
い
た
こ
と
、
 

し
か
も
そ
の
基
本
的
性
格
に
は
変
化
が

な
か
つ
た
こ
と
が
ー
つ
の
特
色
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
 

奪
～
村
内
婚
単
が
そ
の
中
にお
い
て
も

圧
倒
的
に
多
い
こ
と
は
伺
と
い
つ
て
も
 

m
に
つ
ら
な
る
村
員
の
労
働
の
特
種

か
b
や
む
矛
」得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が

そ
れ
に
よ
つ
て
又
化
の
単
一
性が
つ
く

り
臓
さ
れ
る
面
が
す
く
な
く
な
い
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
 

女
の
労
働は
、
男
が
山
へ
ゆ
之
手
前
、
 

今
日
に
お
い
ても
か
な
り
敢
し
い
も
の

が
あ
る
ら
しく
、
生
＼一
 
繊に
お
い
て

も
男
女
の
落
差
が
急
激
で
あり
、
農
繁

期
に
欲
しい
も
の
の
中
に
女
の
声
と
し

て

『
央子
の
手
』
と
い
う
の
が
か
な
り

見
ら
れ
て
い
る
し
、ま
た
一
般に
は
喜

見
市
へ
は嫁
に
や
る
な
、
ゆ
く
な
、と

い
わ
れ
て
い
る
あ
たり
、
通
婚
に
つ
い

て
は
特
別
な
も
の
を
見
ない
わ
け
に
は

い
か
な
い
だ
ろ
・2
 

そ
れ
に
し
て
も
、
同
じ
牛産
の
形
態
を

示
す
飯
踏
と
の
議
？
臓
少
の
方
向
を

た
ど
つ
て
い
る
こ
と
は
何
故
な
の
で
あ
 

る
っ
か
。
 

（以
下
次
号）
 

操
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、祝
賀

会
が
あ
り
、
午
後
三
時
過
ぎ
散
そ
た

叫「
日の
衷
彰
者次
の
と
お
り
。
 

（
歴
代
校
長
廿
葛西
災
智
郎
、
今
竹
虎

飯
塚
直
雄
 

◇
永
年
動
綿
者
廿
睡
森桑
世
、
杉
田
愉

子
、
花
田
松
戦
 

◇
教
育
功
労者
I
m

・m
亀
一
、
嘉
酬
婦

入
武
 

ー
・
ー
 

l

→
◆
◆
◆
◆
◆
〈
、イ

・
ー
 

 
ー
 

豊
島
部
落
は

現
状
維
持
 

九
票
の
差
で
分
町
な
ら
ず
 

一
 

一
 

一臼
よ
五
〇考
日
替
「
を
続
け
て
声
「
難
鵬

「
麓
撃
 

一
繋
接
携
m
政
再
 喋
m
偏
定
 催
か
じたs
A
暑
えて
い
る
二

熱
 

適
遣
 
▽
償
 
還
 
方
 
金
木

散
宿
所
の好
意
で
実
現
 一綴

 

賦
、
月
賦
の
三
つ

万
法
が
あ
る
が
、
 た
場
合
、
そ
の
購
入
経
殺
を
各
自
治
振

年
賦
や
半
年
賦
は

一
八と
ま
つ
」
蕊菰
 
興
会
に
お
願
い
して
い
た
が
、
こ
の
ほ

糾
】
 
か
愛
払
う
こ
と
に

う
の
で
、
毎
月
少
 
ど
東
北
霞
力
会
社
金
木
散
宿
所
の
好
意
 

一
一
『
 額
か
麦
払
「
っ
月
賦
●
い
。
 

に
よ
り
、
次
の
よ
う
な寿
な
条

件
で
 

」
一
 
▽
借
入
 
の

手
・
 
き
 

姿
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
暗
い
夜
遺
 

」
一
．
 借
入
れ
の
希
望
岩
 
民
生
委
員
を
通
 
で困
つ
て
い
る
町
内
の
み
ん
な
が
大
寄

し
て
申
込
警
に
必
に
事
繋
」
桝
き
入
 
びで
あ
る
。
 

角
以
 
れ
て
鴛
へ
提
出

ダ
」
と
に
な
る
。
 里
だ
一

回
も
警

所
で
交
警
た

こ
 

）
る
・
 喝
医
療
聯
符

『
は
、
齢

の
診
 
と
の
な
い
価
球
は
無
料
で
委
換
す
る
 

、
 

り
 

秋
 

春
 

」
・
ト
 

金
 

士
再
九日
午前
九時
、慕
市
静
 
収
入
の
よ
い
葉
た
ば
こ
 
夏
で
あ
る
。
 

白
婆
館
で

地
方
掃

法
旗
「
両

年
 

反
当
四
万
円
で
明
年
は五
町
増
 
▽
・
、さ
で
返
亡

ょ
是

つ
て
ど
う
に

曇
蒋
事

の
ー
つ
と
し
て
、
全
国
議
長
 
当
町
の
葉
た
ばこ
の
栽
培
面積
は
現
在
 
も
な
らん
。
元
々
不
運
な
、
ワ
通
奔

会
か
ら
の
裂
髪

伝
襲

お
ょ
び
本
県
 二
十
二
町
五
反
歩
、
主
と
し
て
川
倉
、
 
の
悪
い
、U
Q
土
地
に
生
ま
れ
た
ん
だ

臓
具
会
（
会
畏
軽米
健
一
氏
）
の
諺
 

大
東
ケ
丘
、喜
良
市
地
区
の
開
拓
部
落
 
か
ら
整

方
な
い
、
と
考
え
ては
そ
れ

式
か
行
つ
た
が
、当
町
の
愛
賞
者
は
次
 で
あ
る
が
、今
年
は
昨
年
よ
り
愛
が
 
ま
で
だ
が
、
」
天
寄
れ
ば
交
珠
の
知
恵

の
通
り
で
あ
る
。
 

グ
ン
と
よ
く
、
値
警

反
当
り
四
万
円
 
も
轡
Q
。
ま
叱
二

万
の
町
民
寄
つ
て

◇
A箇
議
畏
会
衷
彰
（
十
年
以上
勲
税
 
平
均
と
好
況を
み
せ
、
栽
培
者
は
大
喜
 
考
え
、い
ざ
さ
ら
ば
と
奮
然
起
ち
上
つ

臓
会
鷺
」
）

”
窮
島
繁
作
 
び

で
あ
る
。
 

て
、
あ
え
て
不
可
能
で
も
なさ
そ
う
だ

◇
県
臓
会
臓
畏
会
嚇
影
（
議
只
在
職
中
 
新
地
区の
葉
た
ばこ
は
高
級
タ
バ
コ
に
 
▽
…
金が
無
い
か
ら
貴
丸
も
す
る
。
金

年
以
上
）
h轟
田

勇
太
、
白
川
弼
太
 
は
不
向き
だ
が
、
『
パ1
ル
』
や
『
い
，が
無
い
か
ら
争
い
も
起
る
。
金
が
無
い

郎
、
木
立
間
五
郎
 
一

こ
い
』
の
原
科
に
な
る
バ
1
レ
1
種
が
 
か
ら教
育
・
叉
化
恵
皿ま
な
い
。
貧
乏
 

士

耳
ナ
ー
百
、
県
知
亭
よ
り
中
里
町
 
果
、
牙
町
資
成
一
要
票
、
反
対
八
九
 
も考
え
る
余
地
が
残つ
て
い
る
。鶏
、
 

選
挙
叫挑
委
員
会
に
箕
氏
盤
禁
解

決
 
票
で
、
拠
島
部
落
は
現
状
維持
と
い
う
 豚
、
兎
な
ど
の
取
益を
ど
う
見る
か
。
 

す
る
よ
ソ
常
求
の
あ
つ
た
、
申
田
蘇
豊
 
こ
と
に
訣
定上
」
。
 

更
に
雄
大
な理
想
で
酪
農
羅
営
を
やる

轟
帥
落
の
金
木
町
へ
の
分
町
問
題は
、
 
こ
れ
で昭
響
干
九
年
以
来
か
ら
各
関
 
意
志
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

キ
（
る二
宝
旨
午
前
七
時
よ
り
午
後
五
 係
欝
に
騎

願
、
器

な
ど
を
盤
し
 
入
る
を
計
つ
て
田
ず
る
を
制
す
べ
き
経

時
ま
一武

田
申
学
校
に
お
い
て
住
民
投
 
分
町
運
動
蕊

け
て
吏
歯
題

も
、
四
 
済
の
原
聖
無

視
し
て
は
、
金
持
に
は
 

築
中
」行
い
、
午
後
大
時
に
開
票
した
結
 
年
目
で
終
止
符
を
打
た
れ
た
。
 

な
れ
ぬ
だ
ろ
う
。
 

Y
】
ー
一

・
‘？よ
・・1ー

 

▽
…
な
ん
と
か返
上
な
ら
 

．
 

ぬ
も
の
か
。
こ
ん
な
恥
か
 

」一
 

し
い
呼
び
〈
は
な
い
。

…
 

、
 

と
い
う
r
も
、
そ
れ
は
人
 
言
瀞
 

名
で
は
な
く
て
、
わ
が
県
響
綬
 

毅
」黙
謙
で
鰭
鱗
難

麟
一
 

鷺

は
郡内
の
後
進町
な曹
、人
m
確
喰
渚
務
」」
鶏
た方
 

Y

稲
作
改
良
も
ま
だ
ま
だ
で
き
ょ
う
 
い
て
は
、
と
に
か
轟
歩

的
な
量

を

？
き
の
作
り
方
や
売
り
ぞ

つ
い
て
 
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
誹

型
社
会
D
 

ニ
月
＋
五
日
 

舞
押
強
行
 

ノ
 

一
属
麟護
霧
織

表
影
 

麟
羅
」
ュ

笥
鶏
一
鶏
繊
「
「騒
響
鷲
一

を
叫世
て
、貸
の幕
を管
 

式
典
を
挙
行
し
た
 

一
年勤
続
者
、
教
斉
功
爵者
、
現
職
教
ほ
 式
典
終
I
.m、
正
午
か
ら
は
音
楽
、
体

晋
自
は
・
甲容
西
北
 
く

p
亭
務
所
長
一
に
対す
る
感
謝
状
附
星
、敦
腎
事
務
所
 

麗
 

花
田
町
罵
！は
じ
め

”
山
来賓
が
山
席
一
長
、北
五
地
区
数
委
連
暫

臓
会
畏
、
 

■
 

し
、
物
故
者
へ
の
ら

り
総

を
ま」一
ご
一
北五
中
学
校
長
会
長
、
町
内
校
長
会
長
 

■
 

・
 
・
 
一

応
素
生
代
表
の
祝
辞
、
在
校
生
代
衷
の
 

■
 

【
写
員
】盛
大

曹
わ
れ
た
配
念
式
一
『喜
び
の
ロ
護
が

あ
り
、
最
後
に
 

■
 

典
】
 
一

峯
膚
年
記
念
を
た
た
え
る
黙
 
『
校
 

主
三
三
喜
三

…
ー

こ
三
蛇
三
三
ミ

I

.！
 
柱
一
三
一u三

i
こ
二
三
誌
証
「
F
?
I
三
昌
耗
証
言

…
i
・
三
注
語
誓
言
 

原
田
議
長
ら
表
彰
さ
る
 

・

廿
議
員
在
職
十
年
以
上
で

廿

全
国
議
長
会
か

ら
蛤
島
氏
も
 

一
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